
文化センター圏域
自主防災連絡会とは？

 設立の経緯
 今年度の取組
 今後の活動予定について



共助

自助

公助

自分や家族の身は自分たちで守る
近隣住民や地域の人たちが互いに協力し、
助け合う
国や都道府県、市区町村などの行政機関や
公的機関による対応

平常時・災害時における役割分担が重要

参考：内閣府（防災担当）「地域防災リーダー入門テキスト」

「自助」「共助」「公助」って
聞いたことがありますか？

自助・共助・公助について



過去の災害の実情
阪神・淡路大震災の場合

陥没した道路

横転したトラック

散乱した庁舎内

一部損壊した庁舎

<神戸市広報課発行「震災10年～神戸の記録～」より> （Copyright：神戸市）



共助の必要性
災害時（特に直後）は
「公助」に期待できない
 道路の寸断等で地域が孤立、

外部からの救援が望めない
 行政等も自身が被災

 直後は特に共助による災害対
策が重要

 活動の中心は地域であり、自
治会、自主防災組織等が中心
的な役割を担う
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公助や外部からの支援に
期待することは難しい

約 3 割

参考：内閣府（防災担当）「地域防災リーダー入門テキスト」



自治会等の現状
アンケート調査「防災活動が停滞している理由は？」

自治会員
の高齢化

防災意識
が低い

リーダー
がいない 防災訓練の

マンネリ化

何をすればいい
か分からない



自主防災連絡会の創設
市内１１文化センター圏域毎に
自主防災連絡会を創設（平成２８年６月）
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 防災に関して交流する場の創設

 他の活動主体との連携

 地域防災診断や研修会の充実

 防災リーダーの育成

 まちの地域特性に合わせた
防災対策の実施



今年度の取組
座 学 研 修

 府中市で考えられる災害の種類・被害
想定・事前対策

 自助・共助・公助の役割と限界
 地域の防災活動の必要性



グ ル ー プ ワ ー ク
地域の特性を把握するため、地域の「良
いところ、悪いところ」を書き出し、グ
ループ内で共有

今年度の取組



防 災 マ ッ プ 作 成
地域の特徴を「まち」、「ひと」、「防
災活動」の視点から「強み・弱み」等を
地図上に落としていく

今年度の取組





災害対応力を自己診断
災害対応上で必要な行動
について、現段階におけ
る「できる」・「できな
い」を確認！

課題を明確化！
「できない」行動を
整理し、その理由を
検討



今後の取組
平成２８年度 地域の防災活動の整理

平成２９年度 防災課題解決のための対策の整理

平成３０年度 対策の実施

災害や防災に係る情報を活用し、防災力や災害対応上の
強み・弱みを整理したうえで、圏域の防災上の課題を整理

明らかとなった課題を踏まえて、地域の強みを活かした効果的な対策を
検討し、その後の取組を計画したアクションプランの作成

アクションプランに基づき、計画した対策を企画・実施する。
また取り組んだ対策の効果を検証し、地域の取組等を見直す。



文化センター圏域自主防災連絡会
平成２８年度成果発表
災害に強いまちをつくるために、私たちにできることとは？


